
　今年は、一段と寒さも雪の量も多くて大変ですね。支援センターの雪の量もびっくりするほどあります。ぜひ、見に来

ていただいて、お天気が良ければ、子どもさんと雪あそび、そり遊び、楽しんでいただきたいです。

　　コロナウイルスの流行がおさまらず、２度目の緊急事態宣言が出された都道府県の解除予定が今月となっていま

すが、果たして解除させるのかも心配なところですね。支援センターでも、引き続き、感染防止対策を取りながら、子

ども達がのびのびと遊べる場を作っていきたいと思います。皆様のご利用、お待ちしています。

《２月の行事とおしらせ》

月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

節分 ぴよぴよ

保健指導員相談日

8 9 10 11 12 13

永岡サークル 午前 建国記念日 とことこ

「ながままサークル」 チューリップひろば 閉所

午後

チューリップひろば

15 16 17 18 19 20

離乳食教室 ぴょんぴょん

三ケ尻サークル

「こっこクラブ」

22 23 24 25 26 27

天皇誕生日 午前

閉所 チューリップひろば

午後

チューリップひろば

　<２月の主な行事>　（１０時３０分頃～１１時３０分頃まで）

☆２月　５日（金）　　ぴよぴよ（主に０歳児対象）

　　 　　　　　　　　　　保健指導員相談日

☆２月１２日（金）　　とことこ（主に１歳児対象）

☆２月１９日（金）　　ぴょんぴょん（主に２・３歳児対象）

金ケ崎町子育て支援センターちびっこひろば

今年の節分は、２月２日。１２４年ぶりの

レアな年だそうです。ご存知でしたか？

ちびっこひろばだより２月号

参加のお申し込みは、

子育て支援センター

まで、お電話くださ

い。

◇離乳食教室は、今年度の開催日としては、最後となります。離乳食初期から完了期まで、それぞれの

形態や量、旬の食材を使ってのメニューなどを紹介します。栄養士に相談等もできます。初めての方、2

回目、3回目の方でも参加できます。

チューリッ

プ広場開催

日となりま

す。対象の

お友達以外

の利用はで

きません。

チューリップ広場開

催日となります。対

象のお友達以外の利

用はできません。
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金ケ崎町子育て支援センターの利用について

・マスクの着用をお願いします。

・来所時の健康確認、検温をお願いします。

・お弁当の持ち込みは、お休みとなっています。

ご協力をお願いします。



 

トイレットトレーニングのポイント（1歳3か月～2歳未満ころ）
まだ排泄を意識的に行うことは難しいものの、排泄の間隔は2時間くらいは、もつようにな

ります。そして、「反射」で行われていた排尿も、大脳の発達にともない、2歳前後には

「尿意」を感じられるようになってきます。

月齢や年齢別のかかわりのポイントをご紹介します。

おむつ外しのタイミングは？

Pointo

参考文献 子どもの発達と保育の本（発行所 学研みらい）

おむつ外しのタイミングは、子どもの状態をみながら、個々の様子に合わせて進めていき

ます。

目安となるのは、 ・排尿間隔が空いてきて、その感覚が一定になったくる。

・１回にのおしっこの量が多くなる。 などです。

朝、目覚めてから、午睡から目覚めてからなど、トイレに誘うことから始めてみるのがい

いようです。

はじめは、トイレにいって、オマルや便座に座るだけで十分です。「トイレに行ってもど

うせでないから、面倒だからいいや」では、おむつ外しのタイミングを見逃してしまうこと

にもつながります。時間を決めて、トイレに誘い、トイレに行き、便座に座ることを習慣に

していきましょう。

子どもの気持ちに合わせて、焦らずに進めていきましょう。

2歳前後から少しずつ尿意を感じるようになり、おしっこが出そうになると、図のよう

な「おしっこ出そう」というサインを表すようになります。子どものサインに気づいた

ら「おしっこでる？」「トイレいこうか」と声をかけて誘いしょう。

「おしっこでる」のサインは、それぞれ違いま

す。「うちの子は、どんなサインかな？」と、

様子を観察してみましょう。

紙おむつは、子どもはおしっこが出てオムツが

濡れた、気持ち悪いという感覚、お母さんは子

どものおしっこがでる時間の間隔がつかみづら

いですよね。暖かくなる時期などは、布パンツ

にして、トレーニングを進めてみましょう。

尿意を感じても、言葉で知らせるのはまだ

難しいです。「おしっこ出そう」「おしっ

こ出たね」と、子どもの思いや行動を常に

言葉にかえて伝えていくことが大切です。

その繰り返しが、「この感覚は、おしっこ

が出そうということなんだ」という理解に

つながっていきます。

トイレで排尿できた時は、「おしっこ

出たね」と、子どもと一緒に喜びま

しょう。間に合わず、失敗しても決し

て怒りません。「おしっこでたね」と、

言葉で伝え、子どもが失敗したと思わ

ないようにしていきましょう。


